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大洲市花木　満開



現在の大洲

今 月 の 表 紙

人の動き（先月比）

人　口　42,307人　（－ 28 ）
　男　　20,245人　（－  2 ）
　女　　22,062人　（－ 26 ）
世帯数　19,868世帯（＋  3 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　18件（　26 件）
　死　者　　0人（     0 人） 
　負傷者　22人（　29 人）

（2020年５月末現在）

　５月５日㈫こどもの

日、冨
とみ
士
す
山
やま
公園のツツ

ジが満開となりまし

た。緊急事態宣言で外

出自粛要請の中、大洲

市の花木は、見事に咲

き誇りました。

　

大
洲
高
等
学
校
３
年
（
受
賞
時

２
年
）
の
木
元
マ
リ
ア
さ
ん
は
、

令
和
元
年
８
月
に
行
わ
れ
た
２
つ

の
カ
ヌ
ー
全
国
大
会
に
お
い
て
、

上
記
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
の
印
象
と
今
後
の
抱

負
に
つ
い
て
聞
く
と
、「
自
分
の

実
力
を
知
る
た
め
に
臨
ん
だ
大
会

だ
っ
た
け
ど
、
自
分
が
思
っ
た
以

上
の
成
績
で
入
賞
で
き
て
嬉
し
か

っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
大
会
で
勝
つ
た
め

の
筋
力
強
化
が
必
要
だ
と
感
じ
、

普
段
の
食
事
管
理
に
も
注
意
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
全
国
の
ラ
イ
バ
ル
に

勝
つ
た
め
、
練
習
も
含
め
て
日
々

の
積
み
重
ね
を
し
て
、
入
賞
を
目

指
し
頑
張
り
ま
す
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

令和元年度全国高等学校総合体育大会カヌー競技

文部科学大臣杯 令和元年度日本カヌースプリントジュニア選手権大会

木
き

　元
もと

　マリア　さん（大洲高等学校カヌー部 3年）

カナディアンシングル　500m�4 位入賞

200m�3 位入賞　　500m�3 位入賞
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税　　　別 7月 8月 9月 10月

市 県 民 税 2期 3期

固 定 資 産 税 2期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 1期 2期 3期 4期

７ 月の納税など　納期限は7月31日㈮です。

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。
納期限内であればコンビニでも納付することができます。

2広報おおず 2020年 7 月号



平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
２
年

～
復
旧
・
復
興
と
災
害
へ
の
備
え
～
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今
年
も
入
梅
の
季
節
を
迎
え
、
平
成

30
年
７
月
７
日
、
西
日
本
を
中
心
に
広

範
囲
に
わ
た
る
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
２
年

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
で
は
、
本
市
に
お
い
て

も
、
関
連
死
を
含
め
５
名
の
尊
い
命
が

犠
牲
と
な
り
、
約
４
千
棟
に
及
ぶ
家
屋

や
事
業
所
な
ど
が
浸
水
し
、
過
去
に
経

験
の
な
い
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　

ど
ん
な
に
月
日
が
流
れ
て
も
、
最
愛

の
肉
親
を
突
然
失
わ
れ
た
ご
遺
族
の
深

い
悲
し
み
は
、
癒
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、

哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、
ご
遺
族
の
皆
様
に

心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
２
年
間
、
市
民
の
皆

様
の
大
変
な
ご
努
力
の
お
陰
で
、
様
々

な
復
旧
事
業
が
進
め
ら
れ
、
ま
ち
の
賑

わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ご
尽
力

を
賜
り
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に
、
深
甚

な
る
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
洲
市
で
は
、
早
期
の
復
旧
復
興
を

成
し
遂
げ
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
被
害

を
起
こ
さ
な
い
、
災
害
に
強
い
大
洲
市

を
創
る
こ
と
を
第
一
に
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

肱
川
流
域
の
治
水
対
策
に
お
い
て

は
、
肱
川
緊
急
治
水
対
策
に
よ
る
築
堤

や
堤
防
の
嵩
上
げ
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
や
河
川
、
農
業
基
盤
の

復
旧
工
事
を
計
画
的
に
実
施
す
る
中

で
、
商
工
業
や
農
林
水
産
業
に
お
い
て

も
、
国
や
愛
媛
県
を
は
じ
め
と
し
た
支

援
施
策
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

事
業
者
、
生
産
者
の
皆
様
が
復
旧
を
成

し
遂
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
昨
年
10
月
の
台
風
19
号
で

は
、
中
部
・
関
東
甲
信
越
・
北
陸
・
東

北
地
方
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
河
川
の

氾
濫
や
堤
防
決
壊
に
よ
る
甚
大
な
浸
水

被
害
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
相
次
ぐ
自

然
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
頻
発
す
る
自
然
災
害
に

備
え
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
災
害
の

教
訓
を
生
か
し
て
、
一
層
の
防
災
・
減

災
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

現
在
、市
内
の
自
主
防
災
組
織
で
は
、

地
区
防
災
計
画
の
策
定
や
災
害
避
難
カ

ー
ド
の
取
り
組
み
な
ど
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
災
害
発
生
時
、
逃

げ
遅
れ
て
命
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
「
自
助
」
と
「
共
助
」
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
特
に
「
ご
近
所

4

4

」
の
協

力
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

　

ど
う
か
万
一
の
災
害
に
備
え
て
、
避

難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
な
ど
を
把
握

し
、
各
家
庭
に
お
い
て
も
、
食
料
や
飲

料
水
の
備
蓄
を
行
う
と
と
も
に
、
平
時

か
ら
地
域
の
皆
様
同
士
で
災
害
へ
の
備

え
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
、
協
力

体
制
を
築
い
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
洲
市
で
は
、
早
期
の
復
旧
・
復
興

を
成
し
遂
げ
、
災
害
に
強
く
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
並
び
に
関

係
各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

大
洲
市
長　

二
宮　

隆隆隆
久

　

豪
雨
災
害
か
ら
２
年
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
災
害
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
た

め
献
花
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
も
自
由
に
参
加
で

き
ま
す
。
ご
参
列
の
際
は
、
マ
ス

ク
の
着
用
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
献
花
用
の
花
は
会
場
に

用
意
い
た
し
ま
す
。
ご
供
物
、
ご

供
花
な
ど
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
献
花
式
】

日
時　

令
和
２
年
７
月
７
日
㈫

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　

大
洲
市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル

※ 

な
お
、
午
後
３
時
ま
で
は
自
由

献
花
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

※ 

当
日
午
前
９
時
30
分
に
防
災
行

政
無
線
に
よ
り
サ
イ
レ
ン
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
家
庭

や
職
場
な
ど
で
黙
と
う
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
行
政
係　

☎
㉔
１
７
２
４

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

に
係
る
献
花
式
に
つ
い
て



肱川　国道₁₉７号

清流の里　ひじかわ

鹿野川ダム（肱川中学校）

　宇和川地区ではルート規制が続いていましたが、復旧工事を終え令和 2年 3月 4日から供用開始されています。
災害直後113箇所あった道路の通行止めなどの規制は、現在も山間部を中心に10箇所の通行制限が残っています。

　物産品販売所（写真）をはじめ、大きな被害を受けましたが、 1か月後の平成30年 8 月 8 日から営業が再開され
ました。施設からの撤退を余儀なくされた事業者もありますが、様々な苦難を乗り越えながら元の姿に戻りつつあ
ります。

　鹿野川ダムからの最大約3,800㎥/ｓの放流により、ダム直下の肱川中学校では特別教室棟や屋内運動場が浸水（床
上140㎝）被害を受けました。現在、敷地を 2ｍかさ上げし、改築整備を進めており、令和 4年度中に完成予定です。

現 在発災後

ダム放流時 現 在

現 在発災後

　平成30年 ７ 月豪雨災害から ２ 年　～復旧・復興と災害への備えへ～
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復 旧 状 況



東大洲（ふれ愛パーク）

大川地区（大成橋）

大洲球場

　洪水により流失した市道橋「大成橋」は、愛媛県の協力により約200ｍ下流の位置に車道幅員 5ｍ、歩道幅員 2ｍ、
橋長約200ｍとなる新橋が建設中で、早い時期の開通が待ち望まれています。

　市内の 6箇所の公園で被害があり、市民の憩いの場として利用されていた「ふれ愛パーク」も被災し、利用が制
限されていましたが、平成31年 4 月26日から開放されています。

　八幡浜・大洲地区運動公園は豪雨による被害はありませんでしたが、野球場や陸上競技場は、発災直後から災害
廃棄物の仮置場として使用しました。平成30年11月まで仮置場として使用した後、復旧工事を終え現在は、芝生の
養生期間中ですが、今年の秋ごろまでには利用が再開される見込みです。

H30. 7 .15～ 現 在

現 在

現 在

発災後

発災後

　平成30年 ７ 月豪雨災害から ２ 年　～復旧・復興と災害への備えへ～

5 広報おおず 2020年 7 月号



　

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
生
活
の
復

旧
、
復
興
を
お
手
伝
い
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
続
き
生
活
再
建
を
総

合
的
に
支
援
し
て
い
く
た
め
、
平
成
30

年
10
月
１
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
開
所
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
仮
設
住
宅
な
ど
へ
の

巡
回
訪
問
な
ど
を
通
じ
た
孤
立
防
止
の

た
め
の
見
守
り
や
声
か
け
の
ほ
か
、
総

合
相
談
窓
口
と
し
て
生
活
再
建
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
た
り
、
関
係
機
関
に

お
困
り
事
を
つ
な
い
だ
り
、
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
に
も
取
り
組

み
、
延
べ
１
万
７
千
件
あ
ま
り
の
支
援

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
保
健
師
や
看
護
師
、
精
神
保

健
福
祉
士
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
市
民
ボ
ラ

　

国
土
交
通
省
と
愛
媛
県
に
よ
り
、
平

成
30
年
か
ら
お
お
む
ね
５
年
間
で
短
期

集
中
的
に
築
堤
や
暫
定
堤
防
の
嵩か
さ

上
げ

工
事
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

激
特
事
業
完
了
後
に
は
平
成
30
年
７

月
豪
雨
の
洪
水
が
越
水
し
な
い
堤
防
に

な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
を
き
っ
か
け

に
、
３
つ
の
防
災
対
策
の
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

①
情
報
伝
達
手
段
の
強
化　
　
　
　

         

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
防
災
行

政
無
線
放
送
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
、
聞

こ
え
づ
ら
い
、
流
れ
な
い
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
防
災
行
政

無
線
放
送
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
聞
く

こ
と
の
で
き
る
ア
プ
リ
の
導
入
や
令
和

３
年
度
ま
で
に
肱
川
、
河
辺
地
域
の
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
災
害
・
避
難
カ
ー
ド
作
成
事
業
の
推
進   

　

三
善
地
区
自
主
防
災
組
織
の
取
り
組

み
を
参
考
と
し
、
命
を
守
る
た
め
に
必

要
な
情
報
を
記
入
し
た
災
害
・
避
難
カ

ー
ド
を
作
成
、
活
用
す
る
事
業
を
各
地

域
で
実
施
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

③
消
防
力
の
強
化　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
ま
で
12
艇
配
備
し
て
い
た
救
助

用
ボ
ー
ト
を
さ
ら
に
９
艇
追
加
し
、
各

地
域
に
合
計
21
艇
を
順
次
配
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
大
洲
地
区
広
域
消

防
事
務
組
合
に
お
い
て
水
上
バ
イ
ク
１

台
、
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
２
台
を
導
入

他
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
61
台
（
消
防
団
）、

水
槽
付
き
ポ
ン
プ
自
動
車
（
消
防
署
）

大
洲
市
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
活
動

激
特
事
業
等

治
水
対
策
の
推
進

防
災
対
策
の
強
化

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
多
く
の
関
係
機
関
と

連
携
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
災
害
公
営
住
宅
や
民
間

賃
貸
住
宅
な
ど
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
入
居

や
生
活
再
建
に
向
け
て
、
き
め
細
か
な

寄
り
添
い
型
の
対
応
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

お
困
り
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

大
洲
市
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
０
３
１
３

な
ど
、
災

害
時
に
迅

速
に
対
応

で
き
る
よ

う
消
防
力

の
強
化
を

図
っ
て
い

ま
す
。
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【菅田地区での築堤工事の様子】

復 興 事 業



【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等

復
興
支
援
事
業
補
助
金
】

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
に
対
し

て
、
被
災
し
た
祭
り
用
備
品
や
防
災
備

品
の
購
入
、
設
備
の
復
旧
費
用
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

本
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
地
域
活
性

化
に
向
け
た
活
動
の
早
期
再
開
が
可
能

と
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
村
島
獅
子
保
存
会
】

　

私
た
ち
の
活
動
す
る
村
島
地
区

（
菅
田
町
菅
田
）
は
、
平
成
16
年
以

降
４
度
の
水
害
に
遭
い
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
住
民
は
地
区
か
ら
離

れ
る
こ
と
な
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
大
洪
水
で
は
地
区
全

体
が
壊
滅
、
当
保
存
会
の
備
品
も

流
失
し
、
存
続
の
危
機
を
迎
え
て

い
ま
し
た
が
、
自
治
会
の
協
力
、

大
洲
市
の
支
援
を
い
た
だ
き
、
昨

年
度
よ
り
活
動
を
再
開
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
も
復
旧

の
中
で
し
た
が
、
少
し
で
も
み
な
さ

ま
の
力
や
希
望
に
な
り
た
い
と
思

い
、
地
区
一
円
、
福
祉
・
商
業
施
設
、

そ
し
て
仮
設
住
宅
を
訪
問
、
ま
た

地
元
ふ
る
さ
と
文
化
祭
や
大
洲
ま

つ
り
で
も
演
舞
し
、
た
く
さ
ん
の
笑

顔
や
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ご
支
援
い
た
だ
い
た
全
て
の
み

な
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
、

今
後
も
伝
統
芸
能
の
伝
承
お
よ
び

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
一

助
と
な
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
が
ん
ば
ろ
う
！
大
洲
」

　
（
代
表
：
矢
野　

公こ
う

一い
ち

さ
ん
）

　

市
民
の
復
興
へ
の
機
運
を
高
め
る
た

め
、
平
成
31
年
１
月
11
日
㈮
午
後
７
時

か
ら
「
〜
が
ん
ば
ろ
う
！
大
洲
〜　

大

洲
復
興
冬
花
火
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
が
澄
ん
だ
空
に
上

が
る
花
火
に
復
興
へ
の
思
い
を
新
た
に

す
る
と
と
も
に
、
夏
と
違
っ
た
趣お
も
むき
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

被
災
に

よ
り
応
急

仮
設
住
宅

な
ど
で
仮

住
ま
い
を

余
儀
な
く

さ
れ
て
い

る
方
々
が

安
定
し
た

住
生
活
を

取
り
戻
す

た
め
、
安

全
で
安
心

で
き
る
良
好
な
居
住
空
間
を
備
え
た

「
災
害
公
営
住
宅
」
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
意
向
調
査

や
相
談
会
な
ど
を
開
催
し
災
害
公
営
住

宅
へ
の
入
居
希
望
者
の
把
握
に
努
め
、

大
洲
市
災
害
公
営
住
宅
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
市
木
（
森
団
地
）
に
14

戸
、
徳
森
（
平
団
地
）
に
26
戸
、
肱
川

町
山
鳥
坂
（
下
鹿
野
川
団
地
）
に
10
戸

の
計
50
戸
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
方
々
の
１
人
ひ
と
り
の
暮
ら

し
の
再
生
の
た
め
、
１
日
も
早
く
災
害

公
営
住
宅
に
入
居
で
き
る
よ
う
建
設
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
状
況

災
害
公
営
住
宅
の
整
備

大
洲
復
興
冬
花
火
大
会

災害公営住宅（森団地）完成予想図

【村島地区地方祭の様子】
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